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事業名：世界一健康なまちづくり ― 1000＋1 Movement事業 

 

1 事業実施者 

 (事業提案者) 

住所 北海道札幌市中央区大通西1丁目14番地2桂和大通ビル50 9F 

法人名  株式会社Ambi 

代表者  代表取締役社長 金原 稔幸 

2 実施期間    令和6年7月から令和8年3月まで 

3 事業の概算事業

費 

(1) 概算事業費 3,000,000千円 

(2) 概算事業費のうち必要最低補助額 
 

※規模の縮小、自己財源等により事業の実施が可能となる

最低限必要である補助金の目安額。 

※ここに記載の額まで、企業版ふるさと納税が集まった場

合は、この採択事業に関し、補助金交付に向けた予算措

置等の手続きに進む想定となるもの。 

73,000千円 

4 事業の内容 

本事業は、北広島市民、北広島市に通勤・通学する方々、北広島市

と関係のある方（以下、「市民等」）に対し、定期的な運動・スポーツ

のほか、質の高い睡眠活動の実施に係るきっかけ作りや、気付きを促

す取組を実施することにより、市民等の生活習慣を整え、ひいては、

市民等の健康寿命の延伸や活力みなぎるまちづくりを推進するもの。 

【詳細】 

① 市民等が日常的に取り組めるスポーツ・運動活動や睡眠活動の
啓発・イベントの実施（例:さんぽまちでの習慣的なさんぽ活動

の促進） 

② グローバル活躍人材やプロスポーツアスリートを含むゲストを
招いた、睡眠や運動を啓発するセミナー、子ども・子育て世代

への教育機会やイベントの提供（例:多世代住民が睡眠と運動を

体験できるイベント企画の開催） 

③ 市民等へのアンケートの実施による効果測定や今後の施策に向
けた分析の実施 

④ 心拍数、消費カロリー、運動、睡眠活動などの情報を細かく記
録・分析し、スマートフォンのアプリで情報を確認できる指輪

型の機器(ウェアラブルデバイス)を、市民等に無償で配布し、

それぞれの方にとって望ましい生活習慣となるよう気付きを促

す。(※一定期間後は、月千円弱のアプリ利用料が生じる予定の

ため、このことを了承された市民等に対してのみ、配布するこ

とを想定) 

⑤ 良い生活習慣を過ごした場合に、スマートフォンのアプリでの
ポイント付与により、モチベーションの向上を促進→当該ポイ

ントによりＦビレッジにおける試合観戦チケットやタワー11 の

宿泊施設チケットの付与等を実施し、市民の郷土愛(シビックプ

ライド)醸成も同時に促進。 

5 事業の実施によ

る公益的な効果 

・市民等それぞれが自分に合った運動や睡眠活動を実施することによ

って、QOL（クオリティ・オブ・ライフ※）及び幸福度の向上を図り、

ひいては、健康寿命の延伸や生活習慣病の予防が期待できる。 
※ QOL（クオリティ・オブ・ライフ）とは：「生活の質」や「人生の質」のこと。 

・官民が連携して QOL の向上に取り組む先進的な自治体として、北広

島市の知名度向上や市外からの投資誘致による経済効果等のほか、

交流人口、関係人口及び定住人口の増加に寄与することが期待でき

る。 
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6 対象者、人数、規

模等 

・上記①② : 優先枠としての市民等ならびに一般客に対して、中～大

規模イベント（想定集客人数 : 100～500 名程度）を２回、小規模

イベント（想定集客人数 : ～50 名程度）を２回の企画実施 

・上記③④ : 市民等最大 15,700 名程度に指輪型の機械(ウェアラブ

ルデバイス)の配布とポイント付与に係る施策実施 

7 想定スケジュー

ルと内容 

・R6.7～8月上旬： 

指輪型の機械(ウェアラブルデバイス)の無償配布に向けた周知文書作

成・公開とロジスティクス整備 

・R6.8 月下旬～9月：指輪型ウェアラブルデバイスの配布、上記②の

告知・実施準備 

 

・R6.10月：上記②の企画実施開始（年度末まで改善を繰り返し継続） 

 

・R6.9月～R7.3月： 

上記③④に関連する企画準備と開催（一回につき 約 2 ヶ月の準備・

開催サイクルで計４回） 

 

・R7.2月～3月： 

アンケート調査の実施と効果測定 

8 必要最低補助額

で事業を実施する

場合の事業費削減

の方法等について 

・上記①②に関して、開催回数を中～大規模イベントの開催１回と、

小規模イベントの開催１回に縮小。想定集客人数をそれぞれ 100 名

／50 名に限定。 

・上記③④に関して、対象人数を 100 名に縮小 

・上記②に関して、招聘ゲストの人数を削減 

 

9 備考 

・この事業実施により得る個人情報は、当該事業以外に、一切使用致

しません。(この事業終了後も、配布した機械等を市民等が継続して

利用される場合は、メールアドレスなど一部の情報は継続的に弊社

が保有する場合があります。) 

 また、この事業実施によるアンケート等の分析を実施する想定です

が、個人が特定できない状態での分析とします。 

・指輪型の機械(ウェアラブルデバイス)から得た情報により、別の商

品販売を斡旋する等の行為は、一切致しません。また、高齢者等に

対しては、アプリ操作方法等の支援も実施することを想定しており

ます。 

・その他、事業内容について別紙添付資料「世界一健康なまちづくり ― 

1000＋1 Movement事業」をご参照ください。 
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https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000004.000111488.html








https://ambi.jp



